
リスクコミュニケーションに関する取組について 

 
リスク分析の考え方に基づき、リスク管理、リスク評価を実施する関係行政機関が

連携して、リスクコミュニケーションを推進している。食品安全委員会、厚生労働省、

農林水産省、環境省では、それぞれの担当官による４府省リスクコミュニケーション

担当者会議を定期的に開催するなど調整を図りつつ、従来型の一方的な情報提供にな

らないよう、分かりやすい情報の提供や御意見募集など双方向のコミュニケーション

の実現に努めている。 
第 25 回リスクコミュニケーション専門調査会（平成 18 年 5 月 15 日）での報告以

降、食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省が連携して実施した意見交換会は、以

下のとおりである。 

 
 
１．三府省連携による意見交換会（平成 18 年 5 月 12 日～平成 18 年 6 月 16 日） 

会議名 開催地 
No 開催日 

講演テーマ・講演者 参加人数

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入に際しての生産から消費までの食品の安全確

保の取組みに関する意見交換会） 
宮城県 

1 5 月 12 日 

○残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

   厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課長 伏見 環 

     農林水産省消費・安全局 

           農産安全管理課課長補佐  小畠 恒夫 

○「食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度」に 

関する留意事項 

   財団法人食品産業センター技術部次長  片山 博視 

○残留農薬等のポジティブリスト制度導入に際して 

   （株）セブン－イレブン・ジャパン物流管理本部 

品質管理部総括マネージャー  伊藤 友子 

○残留農薬のポジティブリスト制度導入で食の安全は 

どう確保されるのか－具体的でよくわかる情報の提供を望む 

            仙台市消費者協会会長  小林 達子 

○ポジティブリスト制度導入に伴う対応 

     栗っこ農業協同組合米穀課検査指導官  菅原 政一 

231 名 

2 5 月 15 日 

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入に際しての生産から消費までの食品の安全確

保の取組みに関する意見交換会） 
鳥取県 
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○残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

   厚生労働省食品安全部基準審査課長補佐  長谷部 和久 

     農林水産省消費・安全局 

         農産安全管理課農薬対策室長  横田 敏恭 

○「食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度」に 

関する留意事項 

   財団法人食品産業センター技術部次長  露木 泰隆 

○ポジティブリスト制度導入に関するこれまでの働きかけと 

今後について 

         鳥取県生活協同組合全域理事  谷田 範子 

○食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度の 

導入に際して 

日本チェーンストア協会常務理事  小笠原 荘一 

○ＪＡ鳥取中央の取り組み状況 

     鳥取県中央農業協同組合営農指導課長  山本 満則 

323 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入に際しての生産から消費までの食品の安全確

保の取組みに関する意見交換会） 
香川県 

3 5 月 16 日 

○残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

  厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課長 伏見 環 

    農林水産省消費・安全局 

         農産安全管理課農薬対策室長  横田 敏恭 

○生産者の立場から 

         香川県農業協同組合農産部長  宮武 浩一 

○「食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度」に 

関する留意事項 

   財団法人食品産業センター技術部次長  片山 博視 

○ポジティブリスト制度施行でスーパーマーケットが 

するべきこと 

   （社）日本セルフサービス協会客員研究員  山口 廣治 

○食の安全を求める私たちの取り組みと願い 

         岡山県消費者団体連絡協議会  前場 早苗 

286 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入に際しての生産から消費までの食品の安全確

保の取組みに関する意見交換会） 
富山県 

4 5 月 17 日 
○残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

   厚生労働省食品安全部基準審査課長補佐   河村 成彦 

     農林水産省消費・安全局 

218 名 



           農産安全管理課課長補佐  東野 昭浩 

○農産物の安全・安心は生産工程の管理で 

   全国農業協同組合連合会 

          富山県本部営農対策課課長  高橋 弘之 

○「食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度」に 

関する留意事項 

   財団法人食品産業センター技術部次長  露木 泰隆 

○ポジティブリスト制度導入に関する対応について 

     長岡中央青果株式会社代表取締役社長  鈴木 圭介 

○ポジティブリスト制度導入に関するこれまでの働きかけと 

今後について 

       富山県生活協同組合非常勤理事  平井 智子 

○ポジティブリスト制度導入にともなうコープ北陸の 

取組について 

        石川県生活協同組合連合会理事  佐原 正哉 

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入に際しての生産から消費までの食品の安全確

保の取組みに関する意見交換会） 
岐阜県 

5 5 月 18 日 

○残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

   厚生労働省食品安全部監視安全課 

健康影響対策専門官  鶏内 雅司 

     農林水産省消費・安全局 

           農産安全管理課課長補佐  東野 昭浩 

○生産段階でのポジティブリストへの対応について 

       岐阜県指導農業士連絡協議会会長  菱川 幸夫 

○「食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度」に 

関する留意事項 

    財団法人食品産業センター技術部長  塩谷  茂 

○流通段階でのポジティブリスト制度への対応について 

     岐果岐阜青果株式会社営業推進部課長  大野 一郎 

○消費者から見るポジティブリスト制度 

           愛知県消費者団体連絡会  中村 敏子 

262 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入に際しての生産から消費までの食品の安全確

保の取組みに関する意見交換会） 
北海道 

6 5 月 19 日 
○残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

   厚生労働省食品安全部基準審査課長補佐   河村 成彦 

     農林水産省消費・安全局 

494 名 



         農産安全管理課農薬対策室長  横田 敏恭 

○食べ物はいのち（生命） 

    きたそらち農業協同組合代表理事組合長  黄倉 良二 

○「食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度」に 

関する留意事項 

    財団法人食品産業センター技術部長  塩谷  茂 

○安全、安心、健康な青果物の集荷提供について 

    株式会社ラルズ営業本部商品統括部 

             第一商品部バイヤー  野口 英靖 

○残留農薬等のポジティブリスト制度について 

            北海道消費者協会   河道前 伸子 

○「ポジティブリスト制度」へのコープさっぽろの取り組み 

            コープさっぽろ理事    大滝 悦子 

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入に際しての生産から消費までの食品の安全確

保の取組みに関する意見交換会） 
沖縄県 

7 5 月 22 日 

○残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

    厚生労働省食品安全部監視安全課長補佐  宮川 昭二 

      農林水産省消費・安全局 

         農産安全管理課農薬対策室長  横田 敏恭 

○安全・安心なピーマンの生産 

   ＪＡおきなわ具志頭支店 

ピーマン専門部会部会長   東江 泰彦 

○「食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度」に 

関する留意事項 

   財団法人食品産業センター技術部次長  露木 泰隆 

○お客様に安全な野菜・果物をお届けしたい 

－食の安全を目指して 

    イオン株式会社食品商品本部 

           グリーンアイ開発部部長  植原 千之 

○食の安全を求める消費者としてポジティブリスト制度導入は 

 大きな前進、円滑な運用を期待 

     沖縄県生活協同組合連合会会長理事  伊志嶺 雅子 

220 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（残留農薬等のポジティ

ブリスト制度の導入に際しての生産から消費までの食品の安全確

保の取組みに関する意見交換会） 
福岡県 

8 5 月 23 日 

○残留農薬等のポジティブリスト制度の導入について 

  厚生労働省医薬食品局食品安全部基準審査課長 伏見 環 
560 名 



    農林水産省消費・安全局 

         農産安全管理課農薬対策室長  横田 敏恭 

○生産現場における安全・安心な農作物づくりと 

ポジティブリスト制度について 

     ＪＡ全農ふくれん営農部営農技術顧問  木原 繁幸 

○「食品中に残留する農薬等のポジティブリスト制度」に 

関する留意事項 

    財団法人食品産業センター技術部長  塩谷  茂 

○ポジティブリスト制度施行でスーパーマーケットが 

するべきこと 

   （社）日本セルフサービス協会客員研究員  山口 廣治 

○ポジティブリスト制度導入のこれまでとこれから 

          北九州市消費者団体連絡会  江口 瑞枝 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
宮城県 

9 6 月 1 日 米国産牛肉輸入問題について 

   厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課 

輸入食品安全対策室長  道野 英司 

126 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
沖縄県 

10 6 月 2 日 米国産牛肉輸入問題について 

   農林水産省消費・安全局動物衛生課 

国際衛生対策室長  川島 俊郎 

47 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（東京）－リスクコミュ

ニケーションはいかに食育に貢献できるか－ 
東京都 

11 6 月 5 日 

「食育推進基本計画と食の安全に関するリスクコミュニケーショ

ンについて」 

             食品安全委員会委員  坂本 元子 

「食品の安全と情報リテラシーの向上」 

           群馬大学教育学部教授  髙橋 久仁子 

食品安全委員会作成ビデオ上映 

「気になるメチル水銀－妊娠中の魚の食べ方」 

199 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
北海道 

12 6 月 5 日 
米国産牛肉輸入問題について 

   農林水産省消費・安全局動物衛生課課長補佐  沖田 賢治 
160 名 

13 6 月 6 日 
食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
愛知県 



米国産牛肉輸入問題について 

  厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課長 桑崎 俊昭 
99 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
香川県 

14 6 月 7 日 
米国産牛肉輸入問題について 

     農林水産省消費・安全局動物衛生課長  釘田 博文 
98 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
新潟県 

15 6 月 8 日 米国産牛肉輸入問題について 

   農林水産省消費・安全局動物衛生課 

国際衛生対策室長  川島 俊郎 

66 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
広島県 

16 6 月 9 日 米国産牛肉輸入問題について 

   厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課 

ＢＳＥ対策専門官  蟹江 誠 

87 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
福岡県 

17 6 月 12 日 
米国産牛肉輸入問題について 

厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課長 桑崎 俊昭 
147 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
大阪府 

18 6 月 13 日 米国産牛肉輸入問題について 

   農林水産省消費・安全局動物衛生課 

国際衛生対策室長  川島 俊郎 

243 名 

食品に関するリスクコミュニケーション（米国産牛肉輸入問題に

関する意見交換会） 
東京都 

19 6 月 14 日 米国産牛肉輸入問題について 

   厚生労働省医薬食品局食品安全部監視安全課 

輸入食品安全対策室長  道野 英司 

336 名 

 
 
２．今後の予定 
特に無し 



 

 

食品安全委員会におけるリスクコミュニケーションに関する取組について 

 
最近（平成１８年４月２５日～平成１８年６月１６日）の実施状況 

 
１．意見交換会等の開催状況 

 ○３府省連携による意見交換会 
平成１８年６月５日に東京で、「食品に関するリスクコミュニケーション－リスクコミ

ュニケーションはいかに食育に貢献できるか－」を開催した。食品安全委員会坂本委員

より、「食育推進基本計画と食の安全に関するリスクコミュニケーションについて」と

題して、導入講演をいただいた後、群馬大学教育学部髙橋教授より、「食品の安全と情

報リテラシーの向上」と題し、基調講演をいただいた。講演の後、食品安全委員会作成

ビデオ「気になるメチル水銀－妊娠中の魚の食べ方－」を上映し、消費者、学識経験者、

マスコミ等をパネリストとするパネルディスカッション及び会場参加者との意見交換を

行った。 
 
２．意見・情報の募集実施状況 

募集期間 案件名 
応募状況

（通数） 

平成 18 年 6 月 8 日 
～平成 18 年 7 月 7 日 

イベルメクチンを有効成分とする牛の寄生虫駆除剤（アイ

ボメックトピカル）の再審査に係る食品健康影響評価に関

する審議結果(案)についての御意見・情報の募集 

実施中 

平成 18 年 5 月 18 日 
～平成 18 年 6 月 16 日 

ヒドロキシプロピルメチルセルロースに係る食品健康影

響評価に関する審議結果（案）についての意見・情報の募

集 

集計中 

平成 18 年 5 月 18 日 
～平成 18 年 6 月 16 日 

鶏マレック病凍結生ワクチン（ポールバック MDcvi)の再

審査に係る食品健康影響評価に関する審議結果(案)につ

いての御意見・情報の募集 

集計中 

平成 18 年 5 月 18 日 
～平成 18 年 6 月 16 日 

「ステイバランス RJ」に係る食品健康影響評価に関する

審議結果(案)についての御意見・情報の募集 
集計中 

平成 18 年 5 月 11 日 
～平成 18 年 6 月 9 日 

ｄ－クロプロステノールを有効成分とする牛及び豚の注

射剤（ダルマジン）に係る食品健康影響評価に関する審議

結果(案)についての御意見・情報の募集 

集計中 

平成 18 年 5 月 11 日 
～平成 18 年 6 月 9 日 

暫定基準が設定された農薬等の食品健康影響評価の実施

手順(案)についての御意見・情報の募集 
集計中 

 

（別紙１）



 

 

 

３．情報の発信 

時 期 媒 体 内  容 

H18. 4.28 ＤＶＤ 「気になるメチル水銀」ＤＶＤ配布案内の開始 

H18. 5. 9 

     5.16 
「大豆及び大豆イソフラボンに関するＱ＆Ａ」を更新 

H18. 5.10 「鳥インフルエンザのＱ＆Ａ」を更新 

H18. 5.17 

ホームページ 

「食品の安全性に関する用語集（改訂版）追補」、「パンフレ

ット（改訂版）」、「リーフレット（改訂版）」を掲載 

H18. 5.18 メールマガジン 

食品安全委員会メールマガジン（通称：「食品安全委員会ｅ－

マガジン」）の配信及び会員募集開始（ホームページより） 

6 月 2 日より配信スタート 

H18. 5.26 「白インゲン豆の摂取による健康被害事例について」を掲載

H18. 6.14 トピックス：食中毒についてのページを更新 

H18. 6.15 「子供向けリーフレット」を掲載 

H18. 4～ 6 

ホームページ 

トピックス：ＢＳＥ及びｖＣＪＤのページを随時更新 

 

 

４．その他の取組 

（１）「食の安全ダイヤル」を通じた質問・報告の把握 
○受付件数（平成１８年４月～平成１８年６月１６日） 

 ○主な意見 

 ・４月にプリオン専門調査会の専門委員が改選されたと聞いていますが、その経緯を教え

てください。（４月） 

内  訳 ４月 ５月 ６月１６日現在 

① 食品安全委員会関係 １４件 １９件  ８件 

② 食品の安全性関係 ２１件 ４７件 １３件 

③ 食品一般関係 １９件 ２２件 １１件 

④ その他 ０件  ０件  ０件 

合  計 

（ＢＳＥ関係） 

《大豆イソフラボン関係》 

５４件 

（ ５件） 

《１２件》 

８８件 

（ ７件） 

《３８件》 

３２件 

（ ７件） 

《 ４件》 



 

 

 ・食品安全委員会が、メチル水銀に関する DVD を作成・配布していると聞きましたが、
どのような内容ですが。また、DVDを入手するにはどのような手続きが必要ですか。（４
月） 

 ・食品安全委員会では新たにメールマガジンの配信を始めると聞きましたが、どのような

内容になるのでしょうか。登録手続きの方法も教えてください。（５月） 
 ・用語集の改訂追補がでましたが、今回の改訂の趣旨と変更点などについて教えてくださ

い。（５月） 
 ・ポジティブリスト制度が５月２９日から施行されましたが、今後、食品安全委員会では

どのような取組をしていくのでしょうか。（５月） 
 ・白インゲン豆ダイエットがテレビで紹介され、健康被害が出ていますが、原因を教えて

ください。（５月） 
 
（２）「食品安全モニター」を通じた意見等の把握 
   ４月中には１８件、５月中には６６件、６月（１６日現在）には１８件の報告があった。

また、５月２６日から６月２８日まで、食品安全モニター会議を全国７会場で１０回、開催

しているところである。 
 
（３）食品安全委員会メールマガジン（通称：「食品安全委員会 e-マガジン」）の配信 
   ６月２日より、食品安全委員会の活動や委員会からのお知らせを皆様にタイムリーにお届

けするため、原則として毎週金曜日にメールマガジンを配信している。内容は、食品安全委

員会や専門調査会などの結果の概要、開催案内を含む報道発表などの新着情報、食品安全委

員会委員のコラムなどで、配信数は６月１６日現在、２，２４０通となっている。 
 



（別紙２）

厚生労働省におけるリスクコミュニケーションに関する取組について

最近（平成１８年４月２５日～平成１８年６月１６日）の実施状況

１．意見交換会等の開催状況

開催時期 名称 開催地等

４月２７日～ 残留農薬等のポジティブリスト 全国１０か所（東京、京都、仙台、米

５月２３日 制度の導入に際しての生産から 子、高松、富山、岐阜、札幌、那覇、福

消費までの食品の安全確保の 岡）で開催。参加者総数は１０会場で

取組みに関する意見交換会 ４，０４６名。

６月１日～ 米国産牛肉輸入問題に関する 全国１０か所（仙台、那覇、札幌、名古

６月１４日 意見交換会 屋、高松、新潟、広島、福岡、大阪、東

京）で開催。参加者総数は１０会場で

１，４０９名。

○今後の開催予定

開催時期 名称 開催地等

７月１０日 食品に関するリスクコミュニケー 徳島プリンスホテル（徳島県徳島市）

ション（健康食品について知ろ 食品安全委員会、徳島県と共催

う）

２．意見募集の実施状況

募集期間 案件名 募集

状況

６月６日 「食品、添加物等の規格基準（昭和 年 月厚生省告示第 募集中34 12
～７月６日 号）の一部改正（農産物等に係る農薬フロニカミドの残留基370

準設定）」に関する意見の募集について

５月２２日 「食品、添加物等の規格基準（昭和３４年厚生省告示第３７０ 募集中

～６月２１日 号）の一部改正（クロラムフェニコール試験法の一部改正）」に

ついての意見・情報の募集について



３．情報の発信（平成１８年４月２５日～平成１８年６月１６日）

（１）食品の安全確保に向けた取組のホームページ「食品安全情報」

食品の安全確保に向けた取組について「食品安全情報」のホームページにまとめ、情報

を提供。

（２）ホームページによる新規の情報提供のうち、主な内容

時 期 内 容

５月１日 コーデックス委員会食品添加物・汚染物質部会での食品中のカドミウムの

国際基準値検討結果について

５月１２日 大豆及び大豆イソフラボンに関する についてQ&A

５月１９日 米国産牛肉輸入問題に関する日米の専門家会合の概要

５月２９日 米国農務省の「日本向けＥＶプログラムに関するＡＭＳ監査結果報告書」の

日本語訳(仮訳)の公表について

（３）パンフレットの作成

○「食品に残留する農薬等に関する新しい制度（ポジティブリスト制度）について」

３５，０００部作成（増刷中）し、都道府県、政令市、関係団体等を通じて、また意見交換会で

配布。

○「これからママになるあなたへ」（「妊婦への魚介類の摂食と水銀に関する注意事項」につい

てのパンフレット）

１０万部作成し、都道府県、政令市の食品衛生担当課及び母子保健担当課を通じて国民へ

配布中。



（別紙３）

農林水産省におけるリスクコミュニケーションに関する取組について

最近（平成１８年４月２５日～平成１８年６月１６日）の実施状況

１．意見交換会等の開催状況

（１）大臣、消費・安全局との意見交換会・懇談会の開催

期間中の開催実績なし。

（２）個別テーマごとの意見交換会等

残留農薬等のポジティブリスト制度について、５月29日からの施行にあたり、生

産から消費まで（フードチェーン）の各段階における取組みを各関係者から紹介い

ただき、それぞれの抱える問題意識を共有し、相互理解を推し進めることを目的と

して、厚生労働省と連携して、４月27日から５月23日まで全国10箇所において、消

費者、事業者など関係者との意見交換会を開催。

米国産牛肉輸入問題について、米国側において対日輸出認定施設のレビューを行

い、日米専門家会合が開催されたことから、厚生労働省と連携して、６月１日から

、 。14日まで全国10箇所において 消費者をはじめとした関係者との意見交換会を開催

（３）地方農政局等における意見交換会等の取り組み

地方農政局、地方農政事務所、沖縄総合事務局において、シンポジウムや意見交

換会等の主催やパネラーや講師の派遣を実施。

○「平成１７年１２月末現在での件数」

シンポジウムや意見交換会等の主催 全国計 ７２１回（１７年４月～）

（平成１５年７月～１７年３月 全国計 ２，２２４回）

パネラーや講師の派遣 全国計 ３，７８５回（１７年４月～）

（平成１５年７月～１７年３月 全国計 ９，７８４回）

２．意見募集の実施状況

募集期間 案件名 応 募 状 況

（通数）

Ｈ18.５.19 遺伝子組換え生物等の第一種使用規程の承認申請案件に対 （集計中）

～６.19 する意見・情報の募集

Ｈ18.５.16 植物防疫法施行規則等の一部改正案についての意見・情報 １２件

～６.14 の募集

Ｈ18.５.12 植物防疫法施行規則の一部を改正する省令案等（インド産 ２件

～６.10 マンゴウの生果実の輸入解禁）についての意見・情報の募



集について

Ｈ18.５.８ 植物防疫法施行規則の一部を改正する省令案等（オースト ２件

～６.７ ラリアのタスマニア産りんごの生果実の輸入解禁）につい

ての意見・情報の募集について

Ｈ18.５.１ 家畜伝染病予防法施行規則の一部を改正する省令案につい ０件

～５.30 ての意見・情報の募集について

３．情報の発信

ホームページやメールマガジンを通じた情報提供

○ホームページのサイト「消費 （ ： . . . . ）」 URL http://www maff go jp/syohi html

○「食品安全エクスプレス （食品安全委員会、厚生労働省、農林水産省の食品の安」

全に関する情報を毎日発信中）

（配信数：１５，２５４通（６月１６日現在 ））

（ ： . . . . ）URL http://www maff go jp/mail/index html


